
No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

(1)情報の共有
・毎月5日、20日は広報を配布する日です。自治
会独自の情報と回覧

(2)防火防災活動

・春と秋の一斉清掃の日に自主防災会の訓練を
実施しております。

(3)防犯活動

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・何かにつけていろいろな行事に参加することが
地域住民の交流につながり、見守り活動や防災
活動にもなることだと思います。

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

1

・資金もあり、場所もあり、リー
ダーシップをとる人もいて参加
者も多いというのが理想ですが
現実はなかなかそうは行きませ
ん。出来る範囲で無理しないで
長続きするようにやっていきた
いと思います。

・現状で充分と思います。事務
的作業の負担が多いように感
じます。

・○○制度とか○○事業と
か堅苦しいことではなく、み
んなが気楽に遊び気分で参
加出来る様な、楽しく笑顔で
地域の住民が仲良くできる
ことが全ての基本ではない
でしょうか
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平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有

・市の広報誌をはじめとする市、自治公民館、小
学校等から依頼のある回覧、戸別配布を実施し
ている。
・掲示板は無いので、必要に応じて自治公民館を
借用している

(2)防火防災活動

・市が平成26年に作成、配布した防災ハザード
マップは、各戸の保管管理状況がまちまちであ
り、有効に生かされているとは考えにくい。自治会
として平成２７年に防災マップを作成したが、メン
テナンスは行ってきていない
・避難、防災訓練を『三世代交流会食会事業』と
セットで年1回実施している。しかし母集団に対し
て参加者が30人弱と極めて少ない

(3)防犯活動

・スクールガードは当自治会としては実施していな
い。
・防犯灯維持管理は、費用を徴収して新規設置、
修理などの対応を行っている。

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・当自治会としては実施していない。自治公民館
加入の班については、生きがいサロン、いきいき
百歳体操等への参加の機会はあるが、未加入班
については適用されていない

(5)子育て支援
・自治会としては実施していない

(6)その他公民館等での
活動

・自治会として、コミュニティ事業への協力、対応
を行っている。公民館主催の講習会、趣味の会等
は個々人の対応になっている
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・当自治会の行政区エリアが広
く、旧住民系（広域農家エリア）
の間に新住民系（宅地開発され
た隣接住民=10戸～30戸）が居
住する状態となっており、また
振興開発団地と比較して年齢
層が分散しており、一体感を醸
しだしていくことが難しい。エリ
アが広いのでエリアブロック制
を取りたいが、人材の確保が難
しい。趣味の世界に多くの時間
を割いている方はたくさんいる
が、自治会役員となると『年だ
からムリ』という方が実に多い。
自治会費が1戸当り年間２００
円なので、何をやるにしても活
動資金が不足がちである。自
治会費の値上げは簡単ではな
いので、補助金に頼るしか術が
ない。

・事例の紹介、他自治会の役
員を紹介していただく。活動資
金の増額。（増額申請するに
見合った企画書の準備とセッ
ト）自治会活動への参加率が
低い青年・中年・壮年層を誘
い出すアイデアの提供。

①日常の見守り活動の開始
②非常時の避難行動要支
援者支援制度への取り組み
③防災組織の構築と防災活
動知識、体験の習得（防災・
減災知識技能の習得、初期
消火活動の体験、昼間対策
としての老人、婦人への教
育等々）、をそれぞれ別の
事ではなく、『三位一体』で
取り組んでいきたい。（2019
年度基本方針）
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(1)情報の共有

・月2回の地域だよりの発行
・班長へ月2回の事務連絡文書
・自治会ホームページの活用
・こどもだよりの不定期発行

(2)防火防災活動

・自主防災会の活動として原則年2回の防災訓練
実施
・5月から11月までの月1回のフリマ
・ハイゼックスによる炊き出し訓練、三角巾の使い
方、ＡＥＤ使用方法・心肺蘇生法講習
・災害時避難行動要支援者と班長と執行部を結
ぶ、電話訓練の実施

(3)防犯活動

・7名のスクールガードがいる
・防犯灯の維持管理（各班担当）
・防災士育成（計7名）

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロンを4自治会合同で実施している。
運営は持ち回り
・Ｈ30にシニアクラブを立ち上げた
・避難行動要支援者支援制度に基づき、班長が
該当者の連絡等を担う役割としている

(5)子育て支援

・こどもだよりを発行
・Ｈ28から夏休み期間に早朝ラジオ体操を開催
し、三世代交流の場になっている
・小学校のアルミ缶集めへの協力。子どもがフリ
マ会場にアルミ缶30缶を持参すると、100円相当
と交換している
・フリマ会場に昔遊びの道具を置いて、体験でき
るようにしている

(6)その他公民館等での
活動

・自治会員、育成会会員すべてを対象に自治会
の満足、不満足な点のアンケートを実施している
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・自治会の活動資金が乏しい。
補助事業に頼る事になるが、あ
くまで補助が無くても実施でき
る財政的裏付けが必要
・自主自立の精神を持たせるこ
とが難しい
・自治公民館を自前で持ってい
ないので、活動拠点の問題が
ある

・現時点では自治会に財政的
基盤ができていないので、補
助金が必要
・社協の会費を担う役目を自
治会がしているのに、印刷機
の使用が認められていない。
公民館であろうが、社協であ
ろうが、地域活動を援助する
際には印刷支援は重要

・広報活動の強化。カラー印
刷をしたいが、予算の壁は
厚い。また、編集委員会を
作りたいが、場所の問題も
ある
・予算との関係ですが、自
治会単独でバス旅行を実施
したい
・子ども地域通貨の発行を
続けることにより、子どもた
ちに自治会員意識が芽生え
ることえお期待したい
・シニアクラブの活発化に
よって、シニア層のつながり
を作っていきたい
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(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布

(2)防火防災活動

(3)防犯活動
防犯灯数：27灯

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

(1)情報の共有

・回覧時、自治会独自のトピックス情報を各班に
配布している
・掲示板に催事ごとにチラシやポスターを掲示し
ている

(2)防火防災活動

・5,8,11月の一斉清掃時に避難訓練等を実施。地
区内の消火栓や防火水槽の確認、AED講習、炊
出し訓練を行っている

(3)防犯活動

・学童の見守り活動を7人で実施している。今年で
12年目

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・毎週金曜日にいきいき百歳体操を実施

(5)子育て支援

・夏休みに町内の小学生を火曜日と金曜日に学
童あずかりを実施。昼食200円で提供

(6)その他公民館等での
活動

・どんど焼き、新年会、文化祭、防災訓練、納涼
祭、敬老会、子供山車みこし、餅つき大会

4

・会員の高齢化が進み、活動に
消極的になっている

模索中である

5

・高齢者の回覧支援、ゴミ出
し支援、買い物・通院支援、
御用聞き等の強化
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(1)情報の共有
・班回覧、特に大事な要件は各戸配布

(2)防火防災活動
・避難訓練、炊出しを行っている。消防署に依頼し
ている

(3)防犯活動

・スクールガード：朝夕の登下校時
・防犯パトロール：町内巡回月5回(昼3回・夜2回)

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン
・いきいき百歳体操

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・ラジオ体操、資源ごみ回収(年6回)、出前講座
(年1回)、健康体操教室(月4回)、小旅行(年1回)

(1)情報の共有
・自治会だよりを月2回発行

(2)防火防災活動
・自主防災会で避難訓練実施

(3)防犯活動

・スクールガードを結成し、朝夕に交差点で立哨
指導
・防犯パトロール隊員による見守り活動

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・毎週金曜、公民館にていきいき百歳体操実施
・班長による見守り活動

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動
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・自治会役員の選出が原則1年
交替で班ごとのローテーション
であるため、年度末はどの班で
も役員選出で苦慮しているた
め、規則改正の必要性を感じて
いる

・自治振興補助金(1世帯300
円)の増額
・自主防災組織運営事業補助
金(1世帯50円)の増額

・地域住民助け合い事業の
さらなる推進
・自主防災会活動のさらな
る推進
・自治防犯活動のさらなる
推進
・地域住民同士の顔が見え
る、そして心の交流が図れ
る福祉活動の発展充実

6

・自治会の役員になる人を探す
のがとても大変

・お陰様で補助金をいただい
ているので助かっている。
色々やりたい気持ちはある
が、これ以上は大変

・子育て中の人にも行事に
参加してほしい。日曜日は
部活動があり、親も送迎等
のため参加してもらえない
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(1)情報の共有
・階段下の掲示板に定期清掃、資源ごみ回収日、
一斉清掃日、電気料金のお知らせ

(2)防火防災活動
・冬季に防災訓練実施

(3)防犯活動

・毎月1回、団地内防災・防犯パトロール
・毎日、地域の小学校のスクールガードを実施

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・年1回、高齢者健康教室及び防犯講話の実施

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

(1)情報の共有

・年5回程度、自治会事業の案内等を班回覧また
は各戸配布している
・地域内に掲示板はない

(2)防火防災活動

・自主防災組織あり、防災マップを年1回見直し
・避難訓練年2回実施。地震や竜巻等の災害を想
定し避難訓練と炊き出し訓練等を行っている

(3)防犯活動

・スクールガード、防犯パトロールは未実施
・防犯灯(12灯)は自治会で管理し、自治会費の中
から支出している

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・自治公民館事業として生きがいサロン実施

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動
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・特に大きな問題はなく、役員
のなり手は十分であり、資金面
も問題ない
・避難訓練の際、決まった高齢
者が参加しない(高齢だからと
言って家にいる)。4～5人程度
だが、その人こそ参加してもら
わなければいけない

・補助金はこれまで通り支援し
てほしい

・住民同士、その場に参加
していない人の悪口は言わ
ない！ということを徹底して
いきたい
・避難行動要支援者支援制
度が市と未締結。自治会と
してどのような組織にしてい
くかを構築してから締結予
定のため、地域住民助け合
い事業も含めた組織作りを
していく

8

・団地集会所のトイレが和式な
ので洋式にしてほしい
・団地なので事業をしている人
がいないので、コミュニティ行事
の際に利用する車輌がない
・最近は子どもが少ないので、
今まで行っていた「高齢者と子
どもの事業」が実施できなくなっ
ている

・社協や地域支援者等の方に
事業に参加してほしい。これ
からの事業に対しての方向性
がわかってもらえると思うので

・今まで通り、毎月1回清掃
及びパトロールを行いたい。
これにより、高齢者の方の
見守りができる
・どんどん高齢者が多くなっ
ているので、行事等により、
日々の生活を楽しんでもら
いたい。ただサポートするス
タッフが少ないのが悩み
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(1)情報の共有

・自治会事業の案内等を班回覧、各戸配布してい
る
・地域内に掲示板はない

(2)防火防災活動

・防災マップあり
・避難訓練年1回実施。自治公民館への避難訓練
と炊き出し訓練

(3)防犯活動

・自治会でスクールガードの組織はないが、個人
でやっている人はいる
・防犯灯(12灯)は自治会で管理し、自治会費から
支出

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・今後生きがいサロンを開催する予定で、参加者
を募っている

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布

(2)防火防災活動
・消火栓ホース取り替え

(3)防犯活動

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

「駅前助け合いたい」
・年4回訪問　・花プレゼント　・西口産直会販売会
・駅前茶屋

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動
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・自治会未加入者の増加が問
題。約210世帯中60世帯しか加
入しておらず、新しい住宅街の
人たちは全く加入しない
・育成会の中でも自治会加入し
ている人は4割。育成会長が自
治会員ではなく、事業を一緒に
できないのが実情
・見守りや避難行動要支援者も
未加入が多く、実施は難しい。
自治会費を払わないのに恩恵
だけうけるのはおかしい
・役員の後継者不足、行事への
参加者が少ない

・地域福祉活動補助金につい
て、事例集が毎回同じものと
いうのはどうなのか。もっと具
体的にどんな行事を各自治会
が実施しているのか、教えて
ほしい。初めて自治会長に
なった人には大変わかりにく
い

・生きがいサロンと育成会と
合同で自治会行事を行いた
い
・少子高齢化で絆が薄くなっ
ているように感じる。お互い
助け合いの精神が大切とい
うことを一人でも多くの住民
に理解してもらいたい
・魅力ある自治会行事を開
催し、自治会員を増やした
い
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(1)情報の共有

・総会資料の全戸配布
・公民館壁面に行事写真等の掲示
・ミニ会報誌を数回発行

(2)防火防災活動

・防災マップを新規加入者に配布
・要支援者への見守り活動実施
・AED操作などの防災研修会及び緊急連絡訓練
を実施

(3)防犯活動
・ボランティアによる登校見守り活動
・防犯灯の積極的設置

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロンなど、それぞれ独自に活動して
おり、自治会は助成金を出して支援

(5)子育て支援
・子ども育成会に助成金を出しているが、連携し
た活動なし

(6)その他公民館等での
活動

・年1回体育祭を実施
・伝統行事の継承

(1)情報の共有
・回覧板

(2)防火防災活動

(3)防犯活動
・防犯灯の新設、維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・ソフトボール大会、道路の花いっぱい事業、一斉
清掃への参加
・敬老会

12

・当自治会は新興住宅から昔と
ほとんど変わらない地域まで多
様で、班長も高齢者から20代ま
でいて、まとめるのは容易では
ない
・役員の後任探しにはいつも悩
まされる

・印刷機やコピー機、インター
ネットなどがあればと思うが、
予算もスペースもなく、いつも
公民館の印刷機を借用してい
る
・ソフト面の支援も大切だが、
ハード面の支援も望まれる。
一戸あたり10万円ものお金を
出し合って公民館を建てた自
治会もあり、他人事ではない

・福祉と言えば高齢者福祉
が主で、自治会でも子育て
世代の会員には何の見返り
もない様な状況。何か支援
できるものはないかと考え
るが、公民館の施設も敷地
スペースも十分でなく、歯が
ゆい

13

・活動資金の不足 ・活動資金 ・緊急時に備えた備品の備
蓄
・一人暮らしの高齢者に対
する見守り



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・回覧、各戸配布

(2)防火防災活動
・自主防災研修会

(3)防犯活動
・産廃処分場のパトロール

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・老人クラブ活動への支援

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・自主的ソフトボール大会の実施
・公設公民館主催のスポーツ大会への参加

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布

(2)防火防災活動
・避難訓練、防災訓練

(3)防犯活動
・スクールガード、防犯パトロール

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン、いきいき百歳体操、見守り活動

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・自治会祭り、世代間交流会

15

・どこまでがボランティア活動な
のか？ある程度の報酬は必要
なのでは？特に人を集めるの
に苦労する

・経済的な支援
・相談相手、専門知識のある
人の話　等

・自治会全地域を一つの集
団とみなして、「ご近所付き
合い」をスローガンにしてい
る

14

・あらゆる”ことがら”が自治会
長あてに期待依頼されている
現状を踏まえるにつけ、割り切
れない思いが多く出てしまう

・地域集落住民に関すること
であるから、寛容の精神で対
応しているが、「幅広く奥深い
内容」の依頼の多さに困惑の
念は禁じ得ない

・当該アンケートを含めて、
市役所市民協働推進課の
自治会担当係との連携が図
られているのかどうか疑問
を抱いてしまう。本来の自治
会長業務の範疇を著しく逸
脱している気がしてなりませ
ん



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有

・文書配布の際、各班長に配布物一覧を作成し、
行事の予定・提出文書も載せている
・公民館玄関の掲示板に予定を記入している

(2)防火防災活動

・女性防火クラブによる、年2回の防災及び救急
法の講演会を実施している
・生産組合や一斉美化運動時の活動において防
災活動への協力を依頼している

(3)防犯活動
・登校時の立哨指導
・防犯灯の新設要望、維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・「地域住民助け合い事業」の実践として、各班長
に調査依頼、声かけ、見守り活動を進めている
・老人クラブを中心とした高齢者の健康・生きがい
づくり
・地区社協が実施する高齢者などへの「花一輪活
動、一人暮らし高齢者の交流活動」などの実践

(5)子育て支援

・小学校及び中学校の育成会支部への助成金の
支給
・育成会や中学校PTA支部の活動として、「資源
ごみ回収事業」を実施し、収益を活動資金に充て
ている

(6)その他公民館等での
活動

・老人クラブの愛好会会員による、輪投げ、カラオ
ケ、卓球学習会などの活動
・いきいき百歳体操

16

・自治会行事への関心が薄く、
参加者は固定化している
・市やその他関係団体からの
文書及び自治会通信の配布な
どの情報伝達が十分達成され
ていない

・情報の共有化においては自
治会会員としてだけではなく、
各人の考えの意識改革が必
要。自治会活動への協力など
社会性への意識改革への手
立てについて考えていく必要
がある
・公民館活動等において、高
齢者などの活動は固定しがち
であるので、多くの人が参加
できるような工夫・検討が必要

・地域住民助け合い事業の
充実。住民全体としての取
り組みとなるよう、声かけ・
見守り・訪問活動を実施して
いきたい
・社会福祉活動の充実。地
区社協との連携を図り、より
よい地域づくりに取り組む
・安心安全な地域づくり



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布
・祭典時の小学校、未加入世帯への広報

(2)防火防災活動

(3)防犯活動

・会員間の見守り活動、月2回の回覧時に実施
・学童下校時の見守り活動の開始

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロンの実施

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

(1)情報の共有

・回覧、各戸配布。アパート会員、事業所会員へ
も配布
・市などからの連絡及び事業実施要項は班長会
議の中で説明し、理解を得ている

(2)防火防災活動
・自主防災会で防災訓練を実施

(3)防犯活動

・高齢者を中心とした見守り隊が小学校の下校時
に見守りを行っている
・防犯灯の新規設置、維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・地区社協において、生きがいサロン、友愛訪問
を実施
・見守り活動は隣や近所の方にお願いして、外か
らの見守りを実施

(5)子育て支援
・今後の課題

(6)その他公民館等での
活動

・折り紙、カラオケ、日本舞踊、輪投げなど毎週曜
日を決めて多数の人が趣味に合わせて活動。そ
の他、育成会、生産部会、保全隊が会合やイベン
トで使用

17

・役員探し ・自治会加入率アップの支援。
転入者に対し、行政窓口での
加入呼びかけ、法的に難しけ
れば条例化してでもやってほ
しい
・生きがいサロンでの送迎車
の保険料補助。足のない高齢
者の参加のために必要

・若年層の自治会加入率
アップ
・高齢者の自治会活動の支
援体制を考える

18

・現在は難しいというよりは資
金的なものではないでしょうか

・助成金をお願いしたいので
すが、どうせダメでしょう

・ケアネットで学んだことを
実践したい
・自治会内で班の中で向こ
う三軒両隣お互いが理解し
てあえる様にまずは子ども
を取り込み、自治会が育成
会・地区社協・長寿会・防災
士・環境保全隊の力を借り
て、子供たちが成人した時
に地域で生活した思い出を
作りたい。自治会に未加入
でも子供には関係ない



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・公民館の掲示板、班回覧、各戸配布

(2)防火防災活動
・避難所運営(HUG)の訓練を実施

(3)防犯活動
・防犯灯の維持管理は班長、故障や新規設置に
ついては自治会役員が対応

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン、いきいき百歳体操、見守り活動
(班未加入者宅、月2回広報配布時に確認)、友愛
訪問(福祉部が12月に実施)

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・秋祭りの実施

(1)情報の共有
・月2回の広報配布。必要に応じて、自治会や小
中学校の資料を配布する

(2)防火防災活動
・防災資機材の点検・整備を年1回実施している

(3)防犯活動
・地区内の防犯灯の管理
・地域のこども安全パトロールを実施

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・いきいき百歳体操の実施
・友愛訪問を年4回実施

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・サロン　年4回、グラウンドゴルフ　週2回、カラオ
ケ　週2回、卓球　週1回、うまいそば食べるかい
月1回

19

・活動がマンネリ化して参加人
数が少なくなっている
・地域福祉に無関心な人が多
い
・高齢化により自治会未加入者
が増えている
・役員のなり手がいない

・団体や組織間の連携支援
・自治会活動の担い手となる
人材育成
・活動について相談できる機
会の充実
・区民に対する地域福祉の啓
発と情報発信

・地域住民助け合い事業の
推進
・育成会との連携して子育
て支援に取り組んでいきた
い
・自治会の役員任期が1年
の為、継続した活動ができ
ない

20

・自治会の福祉部長のなり手が
なく、同じ人に長年従事しても
らっている

・社協に友愛訪問、サロンの
協力をいただき助かっている

・公民館の増改築に伴い、
少人数で良いのでサークル
活動を増やしていき、公民
館をふれあいの場としてい
きたい



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・掲示板をどの世帯も利用するゴミステーションに
設置

(2)防火防災活動

・避難訓練の際、各種防災に関する用具の点検
を行っている

(3)防犯活動

・スクールガード：自治会3役で地域を担当してい
る
・防犯パトロール：各班で3ヵ月ごとに月2回パト
ロールしている。時間は各班で決定

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・見守り活動、友愛訪問はより良い実施方法を模
索しつつ行った

(5)子育て支援
・多世代交流を行っている

(6)その他公民館等での
活動

・盆踊り、ふれあいまつりで子ども山車を出してい
る

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布、掲示板の管理

(2)防火防災活動

・非常用持ち出し袋を各戸に配布
・育成会を巻き込み、消火訓練としてバケツリレー
を実施

(3)防犯活動

・スクールガード：自治会3役で地域を担当してい
る
・防犯パトロール：各班で3ヵ月ごとに月2回パト
ロールしている。時間は各班で決定

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・友愛訪問でそば打ち講習会で作ったそばを配布

(5)子育て支援
・世代間交流の実施

(6)その他公民館等での
活動

22

・若い世代の自治会退会が
徐々に増加
・高齢者世帯が自治会加入者
でありながら、活動や役員、班
長などの役職を辞退する事が
増えている
・冠婚葬祭などが核家族化や
住居様式の変化に伴い、地域
で営むことが減っている

・少子高齢化が加速する中で
きめ細やかな対応や支援を望
む

21

・人と人との繋がりや交流が希
薄になっており、他者を思いや
ることがほとんど無い「自分中
心主義的」な意見も少なくなく、
ニーズに対応できない
・本来の神事としての伝統行事
が減少し、継承していけない
・役員、班長など担い手がいな
い
・自治会運営そのものの継続
が困難になってきている

・活動費補助の増額及びボラ
ンティア活動時の装備支給
・役員、班長の役割を軽減して
ほしい。配布物を減らしてほし
い
・行政、教育現場、地域住民と
の連携を密にする
・早急な成果や結果を要求し
ないでほしい

・子供たちを巻き込み、伝統
行事の復活と文化継承、ま
た無形的なものであるほど
指導者や専門家の掘り起こ
し
・子供達を地域の担い手と
して育んでいきたい
・役員、班長など後継者の
育成



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布

(2)防火防災活動
・消火栓、土嚢、防災倉庫、AEDの使い方及び確
認を行っている

(3)防犯活動
・防犯灯の維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・見守り活動については、名簿の提出までは行っ
ており、話し合いを進めている

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布、掲示板の管理

(2)防火防災活動
・公民館入口に自主防災会コーナーと称し、防災
に関する書類等をパウチし掲示している

(3)防犯活動

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロンで4自治会合同のクリスマス会を
実施している

(5)子育て支援
・多世代交流として、定期的ではないが、公民館
まつりやボウリング大会を行っている

(6)その他公民館等での
活動

23

24

・役員、班長の担い手の選出 ・コミュニティのつながりや
見守りなど、これからの次
世代の若者や子供たちのた
めに道筋や基礎を築き、そ
れらが円滑に進むようにし
ていきたい



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有

(2)防火防災活動
・女性防火クラブによる、「防火・防災映画」や消
火訓練を毎年実施

(3)防犯活動
・自治会員により、小学生の下校時見守りを行っ
ている

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン実施
・地域住民助け合い事業実施

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・親睦ボウリング大会、公民館祭り、親睦ハイキン
グ

(1)情報の共有
・地域の活動を集まりなどで報告している
・地域内の取り組みを掲示している

(2)防火防災活動

・防災マップを作成し、各班長に持たせている。公
民館にも掲示している
・婦人防火部、防火組合で年1回実施。非常食・
発電機の月1回点検

(3)防犯活動
・地域のボランティア　33名登録

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・いきいき百歳体操、友愛訪問、健康体操、観劇

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・自治会まつり、繭玉づくり、輪投げ大会、ハイキ
ング

26

・活動を理解し、行動してもらう
こと
・新しい(若い世代)人が役員に
ならない。なり手がいない

・専門職のアドバイス ・防災、防犯、地域の子ども
たちが安心安全にすごせる
環境
・子育て支援
・夏休みに認知症サポー
ター養成講座

25

・地域福祉への意識が希薄に
なりつつある
・自治会への加入は確保出来
ているが、組への加入が減少し
てきた

・自治会活動への人材育成が
必要

・高齢者の見守り体制の充
実
・地域住民と児童の交流の
場を増やしたい。生きがい
サロンと育成会の合同活
動、育成会と公民館行事の
合流



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有

(2)防火防災活動
・炊き出し、消火訓練

(3)防犯活動
・スクールガード

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン、いきいき百歳体操

(5)子育て支援
・ハロウィン事業実施予定

(6)その他公民館等での
活動

・自治会まつり、新春ガラマキ、もちつき

(1)情報の共有
・公民館内に壁新聞掲示
・年１回広報配布（全戸）

(2)防火防災活動
・自治会内で防災訓練実施
・自治会内で防災講演会実施

(3)防犯活動

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・友愛訪問+外からの見守り活動実施
・生きがいサロン

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

・輪投げ
・世代間交流等
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・参加者を増やすこと
・自治会役員の成り手がなかな
か見つからない

・活動費の支援 ・自治会役員の成り手を増
やすこと

27

・話題が新旧で違う
・責任の問題を気軽にできない
・何かあった時に誰が責任をと
るのか
・報告書が多い、大変

・資金 ・ハロウィンをやる予定



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布、
・自治公民館掲示板の管理

(2)防火防災活動
・見守り活動実施にあたり防災マップ作成
・防災機具の整備点検

(3)防犯活動
・防犯灯の維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・見守り活動実施
・友愛訪問の実施

(5)子育て支援
・育成会（子・親）自治会役員
との交流事業

(6)その他公民館等での
活動

・育成会と高齢者の会食会とレクリエーション事業

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布

(2)防火防災活動

・防災マップ
・避難訓練実施（地域の側溝清掃と合わせて実施
している）

(3)防犯活動
・防犯灯の維持管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロンは３自治会の合同で行っている

(5)子育て支援

(6)その他公民館等での
活動

29

・先進的な活動事例の紹介
・専門性を持った人材、団体
の派遣
・活動の担い手となる人材育
成
・活動費などの経済的支援

・生きがいサロンを取り組ん
でいきたい
・いきいき百歳体操

30

・自治会加入を促してほしい
・広報は大田原市のように月１
回にしてほしい
・活動費の増額

・自治会の役員や班長など
の後継者の育成

・活動に必要な情報が少ない
・活動に関わる人が少ない
・活動資金が不足している

・自治会未加入者の増加
・配布物が多く取りまとめや配
布が負担
・活動費が少ない
・若い世代への役員班長の引
継ぎが出来ない



No. １活動の分野 具体的な取組
２活動をするにあたって、どの
ようなことが難しいですか

３これから活動を進めるにあ
たり、どのような支援が必要で
すか

４これから自治会で強化し
ていきたいこと、取り組んで
いきたいことは何ですか。

平成30年度地域福祉活動計画自治会アンケート一覧

(1)情報の共有
・回覧板配布

(2)防火防災活動

・自治会の中で自主防災会をつくり取り組んでい
る。活動としては、近隣の地区合同での防災訓練
を行っている。この中で、炊き出し、ＡＥＤ、消火器
訓練。とまっている消防車の体験。コミュニティ、
公民館の合同防災訓練実施市への防災訓練参
加

(3)防犯活動 防犯灯の維持管理：一定期間ごとに夜間防犯灯の点検実施

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・「見守りたい」活動
・「生きがいサロン」活動
・「敬老会」招待
・自治会としても支援

(5)子育て支援

・自治会として育成会への活動資金の支援
・親子の伝統行事支援
・親子交流：かるた大会を公民館で行っている
（各育成会で練習会。そのサポート）

(6)その他公民館等での
活動

・伝統芸能伝承活動
・コミュニティ祭り：地域住民交流目的
・グランドゴルフ大会（春）コミュニティとして地域の
交流を行っている。

(1)情報の共有
・回覧板、各戸配布
・臨時役員会の開催により情報を共有

(2)防火防災活動
・災害時の炊き出し訓練

(3)防犯活動
・防犯灯の管理

(4)高齢者や障がい者へ
の福祉活動

・生きがいサロン
・敬老会

(5)子育て支援
・三世代交流事業を年１回開催
（老人クラブ・育成会）

(6)その他公民館等での
活動

・地域のまつりの準備
・総会・役員会
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・市や社会福祉協議会との連
携（市・社協・防災関係など
トータルでの支援をしてほし
い。）
・専門的知識の人材からの支
援が必要。（TEL帳に無い、表
札が無いなどの自治会未加入
者のごみステーション利用の
問題）

・見守り活動を強化（７５歳
～）・・・自治会未加入者や
自治会脱退した方へのサ
ポート面も。
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・地域連携により、顔が見える
関係の強化（助成等）

・災害時の対策

・自治会未加入者の増加
・高齢化の影響もあるが自治会
加入者数が減少している為、自
治会費も減少している。

・世帯数の減少
・子供の減少（若い世代が少な
い）


